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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 66,984 18.2 10,988 △24.9 6,987 △29.0

2022年３月期第３四半期 56,651 9.7 14,622 431.7 9,837 388.7
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 △15,639百万円( －％) 2022年３月期第３四半期 4,393百万円( △86.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 239.98 239.93

2022年３月期第３四半期 333.58 333.48
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 5,583,245 265,529 4.8

2022年３月期 5,747,266 284,336 4.9
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 265,508百万円 2022年３月期 284,315百万円
　

(注)「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　 なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 30.00 － 40.00 70.00

2023年３月期 － 35.00 －

2023年３月期(予想) 35.00 70.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 82,000 12.2 13,000 △14.4 8,000 △31.6 276.62
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料P7「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料P7「2.四半期連結財務諸表及び主な注記 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 29,100,000株 2022年３月期 30,000,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 180,233株 2022年３月期 506,562株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 29,114,536株 2022年３月期３Ｑ 29,489,885株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によ

って予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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１.当四半期決算に関する定性的情報 
  
(1) 経営成績に関する説明 
 

 当第３四半期連結累計期間の経常収益は、金融派生商品収益や外国為替売買益の増加によ

るその他業務収益の増加や貸出金利息の増加による資金運用収益の増加などにより、前第

３四半期連結累計期間比103億33百万円増加して669億84百万円となりました。 

 また、経常費用は、国債等債券売却損の増加によるその他業務費用の増加などにより、前

第３四半期連結累計期間比139億67百万円増加して559億96百万円となりました。 

  この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間比36億34百万円減少して109億88百万

円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前第３四半期連結累計期間比28億50百

万円減少して69億87百万円となりました。 
 

  
(2) 財政状態に関する説明 
 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、貸出金は増加しましたが、有価証券の減少な

どにより、前連結会計年度末比1,640億円減少して５兆5,832億円となりました。また負債

は、預金は増加しましたが、借用金の減少などにより、前連結会計年度末比1,452億円減少

して５兆3,177億円となりました。 

 なお純資産は、前連結会計年度末比188億円減少して2,655億円となりました。 
 

  
(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

2023年３月期（通期）の連結業績予想につきましては、2022年10月27日公表の数値から

変更ありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

現金預け金 1,115,997 971,506

コールローン及び買入手形 9,730 3,251

買入金銭債権 28,445 40,878

有価証券 1,274,877 986,607

貸出金 3,159,889 3,414,952

外国為替 6,236 6,588

リース債権及びリース投資資産 21,265 18,953

その他資産 75,424 83,353

有形固定資産 37,134 36,909

無形固定資産 4,654 4,127

退職給付に係る資産 8,276 9,041

繰延税金資産 737 4,494

支払承諾見返 22,881 20,257

貸倒引当金 △18,285 △17,676

資産の部合計 5,747,266 5,583,245

負債の部

預金 4,558,239 4,585,959

譲渡性預金 74,576 86,149

コールマネー及び売渡手形 23,254 15,254

債券貸借取引受入担保金 12,696 4,858

借用金 700,615 512,373

外国為替 321 319

その他負債 58,400 86,775

役員賞与引当金 57 －

退職給付に係る負債 208 248

役員退職慰労引当金 39 34

睡眠預金払戻損失引当金 125 165

偶発損失引当金 107 70

株式報酬引当金 147 165

繰延税金負債 6,180 5

再評価に係る繰延税金負債 5,077 5,077

支払承諾 22,881 20,257

負債の部合計 5,462,929 5,317,715
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

資本金 37,322 37,322

資本剰余金 30,486 30,486

利益剰余金 183,444 185,733

自己株式 △2,030 △512

株主資本合計 249,223 253,029

その他有価証券評価差額金 25,891 5,833

繰延ヘッジ損益 2,611 △37

土地再評価差額金 7,927 7,941

退職給付に係る調整累計額 △1,339 △1,258

その他の包括利益累計額合計 35,091 12,478

新株予約権 21 21

純資産の部合計 284,336 265,529

負債及び純資産の部合計 5,747,266 5,583,245
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

経常収益 56,651 66,984

資金運用収益 31,565 35,862

（うち貸出金利息） 19,850 23,813

（うち有価証券利息配当金） 10,777 11,018

信託報酬 0 0

役務取引等収益 9,135 9,147

その他業務収益 6,031 12,387

その他経常収益 9,918 9,587

経常費用 42,029 55,996

資金調達費用 1,114 4,932

（うち預金利息） 361 2,139

役務取引等費用 2,509 2,517

その他業務費用 5,137 16,665

営業経費 26,321 25,538

その他経常費用 6,946 6,342

経常利益 14,622 10,988

特別利益 36 39

固定資産処分益 36 39

特別損失 98 104

固定資産処分損 73 72

減損損失 24 32

税金等調整前四半期純利益 14,560 10,923

法人税等 4,722 3,936

四半期純利益 9,837 6,987

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,837 6,987
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 9,837 6,987

その他の包括利益 △5,443 △22,626

その他有価証券評価差額金 △2,540 △20,058

繰延ヘッジ損益 △2,950 △2,649

退職給付に係る調整額 47 80

四半期包括利益 4,393 △15,639

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,393 △15,639
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 
（継続企業の前提に関する注記） 
 該当事項はありません。 
 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
 該当事項はありません。 
 
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 
 税金費用の処理 

   当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引
前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益
に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。 

 
（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用） 
    「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時

価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針

が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。この変更による当四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。 
 
（追加情報） 
（新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大による貸倒引当金への影響） 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う経済活動停滞の影響は、当連結会計年度も継
続し、特に貸出金等の信用リスクに一定の影響を与えるとの仮定を置いています。 

この仮定については、前連結会計年度の有価証券報告書の「注記事項（重要な会計上の見
積り）（貸倒引当金）」に記載した内容から重要な変更はありません。 

なお、当該仮定は不確実なものであり、新型コロナウイルス感染症の感染状況やその経済
活動への影響が変化した場合には、当連結会計年度（2023年３月31日）以降の連結財務諸表
において貸倒引当金が増減する可能性があります。 
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2023 年３月期第３四半期決算 補足説明資料 

１．2023 年３月期第３四半期累計期間の損益状況（単体） 

（単位：百万円） 

2022 年３月期 2023 年３月期 2023 年３月期 

第３四半期 第３四半期 前年同期比 増減率(％) 業績予想 

(Ａ) (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ) 

経 常 収 益 50,010 60,330 10,320 20.6 72,000 

コア業務粗利益 ① 38,987 48,219 9,232 23.7 

資 金 利 益 30,672 31,174 502 1.6 

役務取引等利益 5,081 5,025 △ 56 △ 1.1

その他業務利益(除く債券関係損益) 3,233 12,019 8,786 271.8 

経 費 ② 24,866 23,905 △ 961 △ 3.9

コ ア 業 務 純 益 ①－② 14,120 24,314 10,194 72.2 

コア業務純益(除く投資信託解約損益) 11,650 20,892 9,242 79.3 

債 券 関 係 損 益 ③ △ 2,339 △ 16,298 △ 13,959 － 

実 質 業 務 純 益 ①－②＋③ 11,781 8,016 △ 3,765 △ 32.0

一般貸倒引当金繰入額 (注２) ④ － △ 75 △ 75 － 

業 務 純 益  ①－②＋③－④  11,781 8,092 △ 3,689 △ 31.3

臨 時 損 益 1,776 1,964 188 10.6 

うち不良債権処理費用 ⑤ 1,433 1,489 56 3.9 

うち貸出金償却 1,379 1,358 △ 21 △ 1.5

うち個別貸倒引当金純繰入額 (注２) － 102 102 － 

うち貸倒引当金戻入益 (注２) ⑥ 956 － △ 956 － 

うち償却債権取立益 ⑦ 317 250 △ 67 △ 21.1

うち株式等関係損益 ⑧ 1,626 2,928 1,302 80.1 

株式等売却益 2,307 2,992 685 29.7 

株式等売却損 680 59 △ 621 △ 91.3

株 式等償 却 1 5 4 400.0 

経 常 利 益 13,558 10,056 △ 3,502 △ 25.8 12,000 

特 別 損 益 △ 92 △ 78 14 － 

法 人 税 等 合 計 4,167 3,415 △ 752 △ 18.0

四 半 期 純 利 益 9,297 6,561 △ 2,736 △ 29.4 7,500 

有価証券関係損益 ③＋⑧ △ 713 △ 13,369 △ 12,656 － 

与信関係費用 ④＋⑤－⑥－⑦ 158 1,163 1,005 636.1 

（注）１.金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）２.2022年３月期第３四半期は、一般貸倒引当金繰入額と個別貸倒引当金純繰入額の合計額が取崩超過となり 

ましたので、取崩超過額を「臨時損益」の貸倒引当金戻入益に計上しております。 

2023 年３月期第３四半期累計期間の経常収益は、金融派生商品収益や外国為替売買益の増加による

その他業務収益の増加や、貸出金利息の増加による資金運用収益の増加などにより、前年同期比 103

億 20 百万円増加して 603 億 30 百万円となりました。

コア業務純益は、資金利益及びその他業務利益（除く債券関係損益）が増加したこと、経費が減少

したことなどから、前年同期比 101 億 94 百万円増加して 243 億 14 百万円となりました。 

経常利益は、コア業務純益は増加しましたが、債券関係損益が減少したことなどから、前年同期比

35 億２百万円減少して 100 億 56 百万円となりました。 

四半期純利益は、前年同期比 27 億 36 百万円減少して 65 億 61 百万円となりました。 
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２．預金等・預り資産の状況（単体） 

 

  （単位：億円） 【参 考】            （単位：億円） 

 2022年12月末 2021年12月末 2022年３月末 2021年12月末比 2022年３月末比  

預  金  等(注) 46,867 508 384  46,359 46,483 

 個  人 27,032 533 659  26,499 26,373 

 法  人 18,330 △ 65 △ 224  18,396 18,554 

 公  共 1,504 41 △ 50  1,463 1,555 

（注）預金等とは、預金及び譲渡性預金であります。 

 （単位：億円）【参 考】            （単位：億円） 

 2022年12月末 2021年12月末 2022年３月末 2021年12月末比 2022年３月末比  

預 り 資 産(注) 3,215 74 13  3,140 3,201 

 投 資 信 託 953 △ 40 △ 78  994 1,031 

 一 時払保 険 1,700 85 45  1,615 1,655 

 金融商品仲介 560 29 46  530 513 

（注）預り資産は、各期末日における時価ベースの残高であります。 

 

３．貸出金の状況（単体） 

 
（単位：億円）【参 考】      （単位：億円） 

 2022年12月末 
 
 

2021年12月末 2022年３月末 2021年12月末比 2022年３月末比 

貸  出  金 34,197 3,099 2,549  31,098 31,648 

 個人向け貸出金 5,851 104 57  5,747 5,794 

  うち住宅ローン 5,570 104 59  5,465 5,510 

 法人向け貸出金(注１) 24,825 2,279 1,762  22,545 23,063 

 公共向け貸出金 3,520 715 729  2,805 2,790 

中小企業等貸出金 (注２) 23,545 1,650 1,555  21,894 21,989 

中小企業等貸出金比率 68.84% △ 1.56% △ 0.64%  70.40% 69.48% 

信用保証協会保証付貸出金 1,805 △ 18 9  1,823 1,796 

（注） １．法人向け貸出金には、個人事業主向け貸出金を含めております。 

 ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

当第３四半期末の貸出金残高は、前年度末比で法人向け、公共向け及び個人向け貸出金がいずれも増

加したことにより、2,549 億円増加して３兆 4,197 億円となりました。 

また、当第３四半期末の中小企業等貸出金残高は、前年度末比で 1,555 億円増加して２兆 3,545 億円

となりました。 

当第３四半期末の預金等残高は、前年度末比で法人及び公共預金は減少しましたが、個人預金が増加

したことにより、384 億円増加して４兆 6,867 億円となりました。 

また、当第３四半期末の預り資産残高は、前年度末比で投資信託は減少しましたが、金融商品仲介及

び一時払保険が増加したことにより、13 億円増加して 3,215 億円となりました。 
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４．金融再生法開示債権の状況 (単体)  

 

 （単位：億円）【参 考】      （単位：億円） 

金融再生法開示債権 2022年12月末 2021年12月末 2022年３月末 2021年12月末比 2022年３月末比  

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 54 10 7 44 47 

危 険 債 権 305 19 6 286 299 

要 管 理 債 権 267 △ 20 △ 4 287 271 

開 示 債 権 合 計 626 8 9 618 617 

総 与 信 残 高 34,697 3,092 2,527 31,605 32,170 

開 示 債 権 比 率 1.80% △ 0.15% △ 0.11% 1.95% 1.91% 
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不良債権に対しては、お取引先の経営支援に積極的に取り組みつつ、担保及び貸倒引当金により適正

かつ十分な対応を行っております。 

当第３四半期末の金融再生法開示債権残高は、前年度末比９億円増加して 626 億円となり、総与信残

高に占める開示債権比率は、前年度末比 0.11 ポイント低下して 1.80%となりました。 
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５．時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 
（単位：億円） 【参 考】               （単位：億円) 

  2022 年 12 月末  2021 年 12 月末 2022 年３月末 

  
時価 
 

評価差額 
( )内は 2022 年３月末比 

 

 

時価 
 

評価差額 
 

時価 
 

評価差額 
 

     うち益 うち損    うち益 うち損   うち益 うち損 

その他有価証券 9,788 77 (△ 288) 523 445  12,449 569 668 99 12,683 366 613 247 

 株 式 1,031 496 (△ 67) 513 16  1,126 545 568 23 1,142 564 579 14 

 債 券 5,980 △ 225 (△ 123) 1 226 
 

7,627 △ 3 31 35 8,442 △ 101 7 108 

 そ の 他 2,776 △ 194 (△ 97) 8 202 3,695 27 68 40 3,098 △ 96 26 123 

（注）１．「その他有価証券」につきましては、時価評価しておりますので、評価差額は取得価額と時価

との差額を計上しております。 

  ２．「満期保有目的の債券」の保有残高はありません。 
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当第３四半期末の「その他有価証券」の評価差額は、前年度末比 288 億円減少して 77 億円となりま
した。 
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６．自己資本比率（国内基準） 

 

（１） 連結自己資本比率（国内基準） 

 （単位：億円） 【参 考】 （単位：億円） 

 2021年12月末 2022年３月末 2022年12月末 2021年12月末比 2022年３月末比  

①連結自己資本比率(②/③)(注１) 9.02% △ 0.27% △ 0.32% 9.29% 9.34% 

②連結における自己資本の額 2,524 56 49 2,468 2,475 

③リスク･アセットの額  (注２) 27,957 1,397 1,471 26,560 26,486 

④連結総所要自己資本額 1,118 55 58 1,062 1,059 

 

（２） 単体自己資本比率（国内基準） 

 （単位：億円） 【参 考】 （単位：億円） 

 2021年12月末 2022年３月末 2022年12月末 2021年12月末比 2022年３月末比  

①自己資本比率(②/③)  (注１) 8.54% △ 0.28% △ 0.32% 8.82% 8.86% 

②単体における自己資本の額 2,369 46 42 2,322 2,326 

③リスク・アセットの額  (注２) 27,722 1,400 1,477 26,322 26,245 

④単体総所要自己資本額 1,108 56 59 1,052 1,049 

（注） １．自己資本比率は、銀行法第 14 条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己

資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（2006 年金融庁告示第 19 号）に

定められた算式に基づき算出しております。なお、当行は国内基準を適用しております。 

 ２．信用リスク・アセットの算出においては標準的手法を、オペレーショナル・リスク相当額の算出

においては粗利益配分手法を採用しております。 

2022 年 12 月末基準の連結自己資本比率（国内基準）は、前年度末比 0.32 ポイント低下して 9.02%と

なりました。 
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